
 

 

 

 

 例年より２２日も早く九州北部は梅雨が明け、7月上旬から真夏日に注意という報道が連日流れていました。そこで、

この時期に気を付けなければならないのが熱中症です。本校は工業高校ということもあり、空調がない部屋での作業や授

業もあります。したがって、我々職員は常に生徒の体調に変化がないか気を配り、こまめな水分補給や体調管理に関する

指導を行っています。 

ご家庭でもお子様の体調に気を付けていただき、健康な日々を送ることができるようご支援をよろしくお願いします。 

  

〇夏季休業中の心得について 

  今年度は 7月２２日（火）～8月 26日（火）が夏季休業期間です。この夏季休業期間を有意義

に過ごすためにも、夏休みの過ごし方や注意点について三者面談時に配布した夏季休業中の心得を

参照しながら、ご家庭でもお子様とじっくり話していただきますようお願いいたします。 

右記QRコードに夏季休業中の心得へのリンクを載せていますので、ご参照ください。 

 

〇夏休み期間における河川等水難事故防止の啓発について（文部科学省より） 

  例年、学校の夏休み期間においては、河川等に多くの利用者が集まることが想定され、水難事故発

生が懸念されます。そのような中、川や海で遊ぶ予定があると話す生徒もいますが、先月、福岡市東

区の海岸で 11歳の男子児童 2人が溺れ、1人が死亡した事故がありました。 

お子様が河川等に行くことがありましたら、事故防止のための手立てや安全管理についてご確認く

ださい。 

右記QRコードは国土交通省の「河川水難事故防止ポータルサイト」です。ご参照ください。 

 

〇オンラインゲーム上の犯罪に巻き込まれないよう注意！（警察庁より） 

  子どもたちが普段遊んでいる「オンラインゲーム」には、犯罪に巻き込まれるきっかけとなるリス

クがあり、警察庁から生徒・保護者に向けた注意喚起の資料が右記QRコードにありますので、お時

間あるときにご一読ください。 

リスクとして、ゲームの上級者に対する「憧れ」の感情を利用されたり、ほとんどのゲームに「ボ

イスチャット」や「メッセージ交換」の機能が備わっているため、匿名・不特定多数の者で簡単にやり取りができたり

する点があります。実際に、憧れだったゲームプレイヤーとボイスチャットを通じて仲良くなったが、はだかの写真を

送るように言われて送ってしまったという事例も全国で報告されています。 

 

〇夏休み明けの９月が要注意！「自殺予防週間」について 

  「自殺対策基本法」に基づき、９月１０日から１６日の１週間は「自殺予防週間」と位置付けられています。令和６

年の小中高生の自殺者数は前年から１６人増加の 529人であり、統計データのある 1980（昭和 55）年以降で最多と

なり、小中高生が自殺に追い込まれるほどの何らかの大きなストレスを抱えている現状が読み取れます。本校において

も尊い命を自ら断つような生徒が一人も出ないよう、普段から生徒の些細な変化に気付き、早期に対応できる体制を整

えております。 

日常生活においては、必ずと言っていいほどストレスを感じる場面があること、そしてそのストレスの感じ方は個人

差があることを理解し、生徒にはストレス耐性を身に付けさせると同時に、自分一人で抱え込まずにいつでも相談でき

る関係づくり及び取組に尽力いたします。 

 ≪具体的取り組み例≫ 

 ・毎月のアンケート調査 ・定期的な面談の実施 ・相談窓口の周知（教室掲示、学生証、校舎内ポスター） 

 ・自殺予防に関する講話 ・授業改善（わかる授業） ・朝の挨拶運動（見守り） etc... 

 

〇今後の計画 

 ７月２３日（水）～ 進路課外（３年）   8月１２日（火）～ 学校閉庁日 ～15日（金）まで 

 ８月 １日（金）  出校日          ２７日（水）  第 2学期始業式 
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